
学校全体で組織的に取り組む授業改善の事例④ 佐伯市立明治小学校

明治小学校では、協育コーディネーター、ゲストティーチャー、企業・施設等との連携により各学年に応じた体験活動を実施するとともに、自分の思いや考えを表現することを楽
しむことができるよう、各教科等との関連を図りながら学びのつながりを児童が自覚できるように年間を見通した教育活動を実施している。
学校の教育目標を職員も児童も意識しており、特に「気づき、考え、行動する」ことを意識させることで、生活のみならず学習においても気づいたこと、考えたことを発表・表現す
ることにつなげた指導を組織的に行い、指導や評価の軸がぶれないようにしている。

取組概要

◆校内研究テーマ「書いて表現する」の実現に向け、自己チェックシートを
活用しながら国語「B書くこと」の単元構想・授業づくりを進めている。
◆体験活動の充実により、気付きや考えたことを「書きたい！」「伝えた
い！」という児童の意欲の向上につなげている。
◆単元配列表の活用・更新を行っている。外部の教育資源の活用や各
教科等の関連について、年度の実施状況を朱書きして更新している。

工夫・ポイント

◆「夢わく祭」を探究的・横断的に学習してきたことの発表の場とし、児童
相互の認め合いや参観者の外部評価につなげ、その後の学習活動の
充実につなげている。

◆大分大学、社会教育施設の専門家との連携を図りながら、各教科等
を融合させた学び（STEAM教育）を実施している。

特徴的な活動

◆教育活動の連続性、継続性を担保するため、実践してきたことを教育
課程に反映させたり、単元構想として整理していく必要がある。

◆多様な可能性を秘めた教育活動が実施されている。児童の成果物を
児童間・教員間で共有するなどして、一層の充実を図ってほしい。

関係者の声

自己チェック
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協育コーディネーターとの打合せ 端末を活用して自分のイメージを音楽で表現する
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